
国立国語研究所学術情報リポジトリ

国研用漢字テレタイプと同機利用の言語情報処理

言語: Japanese

出版者: 

公開日: 2017-03-31

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 松本, 昭, MATUMOTO, Akira

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.15084/00000985URL



国燈用漢字テレタ4

の言語情報処理

フ． ﾆ同機利用

松　本 昭

ド§1

92
93

・g　4

gs
附

書語情報処理における入出力の方式をめぐって

羅研用漢テレ設計上の基塞的要求と，岡機のn一ド構成及び盤面排列の概要

鍵盤上の文字排列と文字・記号群のコ・一ド的脚感の大要

盤外字の入力方法と漢字の部首順排列のための理論コードについて

E・D．P・S．の入出力機器として見た，漢テレの問題点

国概用漢字鍵盤穿孔印刷機（漢テレ）仕様書　抜粋

’／§雪面語情報処理における入出力の方式をめぐって

　Compu七erが記憶し，処理しうるのは，　bi惜1）の形に転換された情報だ

・けである。

　そこで，E．D．P．S（電子情報処理組織）中の入出力装置とよぼれる機器の

中には，人聞の使用する視覚的な文字。数字・記号などを，bit・情報の形に

変換し（入力）・また逆に，末体で処理した情報を・視覚的な文字・数字・記

’号の形になおして印字する（出力）ための端黒機器が必須とされる。（注2参照）

　そもそも，Computerによって情…轍処理をおこなう場合には・

　ユ）　処理される源始データーが，どのような形で発生し・あるいは存在し

　　　ているか。

　’2）そのデーターに，どのような処理を加え，どのような結果を，どのよ

　　　　うな形で得る必要があるのか。

’ということによって・E・D・P・S導入の以前であれば，入出力機器の種類の

選択の問題をふくめ・全体としての機器構成の組み方に工夫をこらす必要も

おこるし・導入以後であれば・どのように・現存する入出力機器を利用する

一かという，入出力の方式についての検討，研究を十分おこない・総合的な見

地に立って，最も効率の高い方式を発見し・その上で，全体としての処理過

程の設討をしなければならない。
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　これは・まことに当然すぎる問題であり・また，あまり重要性を認められ

ない事柄のようであるが，実用として役立つ入出力機器の種類にかぎりがあ

り，その性能にも，さまざまの限界がある現況においては，絶対にゆるがぜ

にできない問題であり，また，必ずしも単純・容易な問題ではない。仮り

に，作業過程の機械化という観点だけから見れば，プPtグラム技術や，新ら

しい機器を最大限に活用し・人手をほとんど使わない非常にスマートなやり

方であっても・結局，より多くの経費，鎖陰をついやし，必ずしも満足でぎ

る結果を得られない場合もあれば，逆に，甚だ「冤てくれ」の悪い，いわゆる

「やりくり」に似た工夫による，機械力と人手とのくみ合せ利用といった方式：

であっても，現段階においては，考えられる最高の効率を生むこともありう

るのである。

　、現在・普通の汎用　Computerは・検査用のパリティbitを除いて・1桁6　bit・

から・8bitというのが大部分で・1桁で区別できる文字・記号などの種類

は・6　bitなら64・7　bi七なら128・8bitなら256が最大限となる。ところ

が・臼本語の書きことばは・大分部が・分ち書きなしの・漢字仮名まじり文

であるから，普通のE．D．P．Sに備えられている入出力機器を用いたのでは，

原始データーの形のままで・巳本語の情報を入力することはできない。そこ

で，一般の適用例では，すべて・仮名またはローマ字の形になおして入力し・

処理することになっている。従って・少くとも1度は・入力以前の段階で・

漢字仮名まじり文から・仮名・n　一一マ字だけの形に翻字することがおこなわ

れ・更に要すれば・偶力後に・再び漢字仮名まじり文に復原することがおこ

なわれる。もちろん・一般の事務謙算などの業務においては・若干の文字・

記号による＝一ドと数字が，情報の主体となるので，人名などの固有名詞を・

仮名またはローマ字になおすだけで，この方式で処理を進めても，あまり閥題

はないようである。ところが・直接にことばを処理する，たとえば・自動抄

録・情報検索・索引づくり・語彙概査などの照合には・この翻字の段階に・

雰常に多くの手間がかかり・全体としての処理能率のネックとなる可能性が’

ある。また・日本語を仮名またはローマ字で表記した場合に・同表記となる

語の弁別も・人閻であればContextによって簡単にできるものでも・大量一

のデーターを迅速に処理する仕事において・Computerにそれをさせる（D・
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は・一一全く不可能といらわけではないが一一実用的に困難な面が多すぎる

ので・結局・翻字の段階で・人間が何らかの弁瑚情報を加えてやるか・ある

いは，すべての語を用例つきで処理して・あとから・入間が弁別し・再整理

するなどの手間をかけなければならない。また・翻字の作業そのものにおい

てしばしば煩らわしい・かつ実用的には無駄の多い議論が必要とされ・時

には・誤まった翻字をした結果・原表記のままであったら・起りえないよう

な・あやまちを・最終の処理結果に与えることもおこりうる。

　もちろん・このように・仮名・ローマ字などの表音文字に翻字して入力

し・処理した喰合には・各処理事項を発音順に分類撲列する際，その作業を

完全に自動化しうるという大きな利点が生ずる。

　しかし・もし・表記とか用字とかについての情報もあわせて入力し・それ

に関する処理結果を得たい揚合には，漢字仮名まじり文を，仮名・Pt　・一マ字

に翻訳するだけでなく，漢字1字1字に相当する情報を，何らかの形で与え

なければならない。それも，たとえば，申国で従来電報をうつ揚合に用いて

いた，漢字1字を4桁の数字で表現する方法（電炉）のように，同一の文字に

対しては・必ず岡一の示し方をすることが可能なように，「蛇応表」を準備む

て，　r…一ドづけをしなければ，満足な処理結果はえられない。その点，潤角

縁爾の方式を，そのまま利用することには問題がある。また，この場合，漢

字を単にコードとおきかえるだけのやり方では，出力後，　T一ドから漢字へ

の再翻訳が終らないかぎり，一般には読むことができないことになるので，そ

の漢字の読みもあわせて入力しておくことが望まれる。そうすると，「通う」

「勉強する」などのデーターは・「カヨ○000ウ」，「ベン○○○○キョウ○

OOOスル」（○○○○は，かりに4桁の数字コードを示すもの）というよう

な，かなり閻のびした形に翻字されることになるだろう。また，r反共」を

「ハン（ソリ）キョウ（トモ）」，「反響」を「ハン（ソリ）キョウ（ヒビキ）」というぐ

あいに，弁別のために字調をそえるやり方も，岡一文字に対して同一一の示し

方をするためには，数字＝一ドを与える場合と岡様に，翻字作業者のための

「鮒応表」を筆意しなければならない。ところで，岡音の漢字の極めて多いH

本漢字音の実情を考えると，この種のF対応表」を作ること自体，決して容易

な仕事ではない。さらに，今の例とは逆に，岡訓異字のある漢字が，字訓に
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よって使われている場合の処理法も，併せて考えておかなければならないの

だから，「紺辞表」の内容及び機械処理の過程は，も5　一一段と複雑化するほず

である。

　国忌（国立国語研究所）においては，このような困難を経ることなく，日本

語の表記に間する情報を処理しうるシステムを講成することが望ましいとの

判断に立って，漢字テレタイプ（以下漢テレと賂称する）を，入出力の端宋機

器として備えることとした。注恥

　漢テレは，従来から，通三社・新聞社などで，通信や活字の自動鋳造に使

われていたもので，鍵盤穿孔機と印綱機の両部分からなり，鍵盤上の文字を

視覚的に確認して，直接それを打鍵することによって，その字に相当する1

字分2桁，2列の＝一ドが紙テープに穿孔され，同時に，その字を印字する

こともできるという点で，比類のない利点をもつものである。

　この打鍵穿孔された紙テープを仲介とすれば，臼本語の情報は，ほぼ原表

記の形のままに・Co搬puもerに入力でき，処理した結果は，紙テープにその

まま穿孔して出力し，その紙テープを漢テレの印刷機にかければ，漢字仮名

まじり文の形で印字され，癒ちに読むことができるわけである。ただ，この

揚合には・何らかの形で・読みの情報も入力し・それによって処理を進めな

いかぎり・異表記三二の類も・完全に男弓項目として扱われてしまうのである

から，語形あるいは・発音による分類をしたい揚合には・そのための作業ま

たは，処理を予定しておかなければならない。

　注1）b；t（binaryδigitの略）とは，有・無など2偲の状態の1組によって保持

　　される最大の情報量のことで，2進数の1桁に相当し，紙テープ上の一定位澄

　　に，1個の孔が有るか無いかといった形で表現され，Computerの内部では，

　　電流のパルスや磁気などの有・無の2状態におきかえて，記憶し，処理して行く

　　ものである。

　　　このような，情報の示し方は，最も単純素朴なもので，中国古代の易の卦にも
　　　　　　　　　　　　　　　　こも
　　全く声様のものが見られる。易の交は，真中のとぎれの有（一），無（一）によっ

　　て，陰隣という2種類の情報を示すのだから，1bitに相轡し，交を3欄重ねて

　　8種類のちがった情報，（乾，党，離，震，巽，次，艮：，坤）を示す入卦（≡，≡…，

　　≡i，E…≡，蕪，≡，報，　i≡）は，3bit；入卦を上下に重ねあわせて，64種類の卦を

　　作るものは，6biもに適当するといえる。

　注2）　現在，国研に設置されている】E．D．　P．　Sは，　HI勢AC－3010で，　その
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t機器構成は次のようになっている。

．L　H－304　中央二二処理装置：1桁7bit（1パリティbit，6情報bit），　2

　万桁の高速（主）記憶部一High　Speed　Memory，賂してH．　S．　M．一一

　と制御部とをそなえる。（このHSMは，　2桁1単位で7μs一一秒間約28万

　権一の速さで，記憶している内答を渡御部にとり出し，再び同じ内容を

　HSMに書きこむ。綱御部は，　HSMに内蔵されているプログラムの解読，

　および処理の実行をする）

：2．H－382　磁気テープ補助記憶装置一一Magnetic　Tape，乱してMT－6

　デッキ。（秒綱3．3万桁の速さで，HSMの内容をテープにかきこみ，またテー

　プ上の内容をHSMによみとることができる）

i3．　H－321紙テープ読取り穿孔機（二伸100桁ずつの速さで，紙テープに穿孔

　されている惜報をHSMによみとり一入カー，またHSM内の情報を紙テー

　プに穿孔一八カーする）

4．H－333　C　高速印字機一L童11e　Prhnter一一1台（HSM：の内容を，1行

　120字まで，毎分600行一仮名をふくまぬ64種類の文字。記暑を使う揚

　合一または，500行一一仮名をふくむ96種類の文字使用の揚倉一一の速さで

　颪接印字する）

：5．H－177　万能入出力装巌一フレキソー3台（英字，数字，温州及び仮名をふ

　くむ，3段シフトの電動タイプライターで，印字と同時に，紙テープにコード

　、が穿孔され，逆に，紙テープを読み取って，印字もする。最大速度，分闘450

　字。）

・6．漢字テレタイ．プ　3台　（この機能については，後述）

嫁　以上のうちダ2以下はすべて入力，出力に関係する装醗であるが，とくに4

　はOn・：Line（塞体と電気的に接続している）の出力機器，5，6はOff　LiRe

　く末体と電気的に接続していない）の入滅九端末機器となっている。

嘘　カード闘係の入出力装謄は，全くふくんでいない。これは，紙テープ関係の

　竜のとくらべて，価格が遇い，書語情報のように，長さが不定のものをとり扱

　う場合，カードより，紙テ・一・プの方が適応注が旧い，漢テレでは，紙テープし

　：か使えない，などの理由による。

・19　”2慨研用漢テレ設計上の基本的要求と，同機のコ　一一ド構成及び盤面排列の概要

　Computerへの入出力機器としての漢テレであれば，その本体である

・Computeyの機種，性格のちがい．に応じ・また今後それによって行うであ

1ろう処理内容や処理方式のちがいに応じて・それらに便利なように仕様を作

tりなおし，標準品とは別に設計し・製作する必要がある。
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　すでに述べたよ5に，漢テレとCompu七erとの間は，　O媛Li且eであそ∫・

から，ただ紙テーープを介してだけ情報の交換がおとなわれる。従って・漢デ

レに対する入力は・鍵盤打鍵か・紙テープ読み取りかのどちらか一方であ・

り，その出力は紙テープ穿孔，あるいは，印字のどちらか一方，または両方

という形でおこなわれる。（tの点は，Off　Lineの万能入嵐力装置も全く周

様）この機能は，標準品の漢テVにそなわっているのであるから，仕様を改

める主要点は，漢テレの出力の一つである紙テープが，Computerへの入力tt

でありえ，Compueez’からの出力である紙テープと同様の規格と精密さとをr

そなえること。コード上ジ盤面排列上の諸要求を十分満足させることという

2点となる。

　現在のところComputerと情報の交換ができる程度の漢テレの製作に実」

績を持っているのは，沖電気と新興製作所の二つである。この両祉の漢テレ

は・機能においては，ほとんど差がないようであるが，構造上にかなりのち・

がいがあるQ両社が国内向けに作っている標準酷の漢テレは，ともに，6biも

2列の12biもで1文字分のコードとしている。従って，原理的には，64×

64で4096通りのコードを作りうるのであるが，漢テレ自体の機溝上の理由

もあり，また国内需要において必要とされる文字数と，その使用頻度との闘

係から割り出される効率注1），及び，機械の印刷部分の安定性と処理速度の確’

保のために，大体，沖で2400，新興で2500前後の文字数しか収めていない。、

沖の場合は，鍵盤上のkeyを一つ打つことによって・5bi七ずつ2列の10

bi七が決定され，左右2億のシフトペダルによって，残りの2b圭もを決定す

る。これに対して，新興の場合は，右手で5つ文字key一つで8biも・左手

でおさえる14乃至16個口識劉keyの中の1個で4bi七を決定する形であ

る。従って沖の漢テレの文字key　1個年は，2　bitで識別される4文字まで

が，昏惑の熔湯は，4bitで識別される16文字以内がおさめられるのであ

る。（実際には・綱々のuserの用途に応じて，識別keyの数や文字key　1個

におさめられる文字数に変動がある。）

　このような溝造上のちがいは，各文字。記号，あるいは文字・記号群に対‘

するコード配当や・鍵盤上の文字・記号の排列の仕方に・全く溺の可能性と

制約とを与えるものであるが・従来からの実績で・・国研に導入されたCoまn一
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L，puもer，　H－3010のメーカーである日立が，沖電気と密接な関係にあり・同

機種による漢テレ・Computerの連動の経験もあるために，国分用の漢テ

，レは日立を通じて沖電気に製作してもらうこととなった。従って，上記の点

1に関し，我々が：工夫しうる範囲は，始めから・沖の型の申に限定されること

、となった。

　以下は，我々が，岡研用漢テレの仕様を決定する段階において，想定した

拠理業務及び処理方式にもとづいて・提出した基本的な要求事項である。

く1）用字調査をふくむ，語彙調査の入力データーを作るため・調査対象の

　．表記を・そのまま打鍵印字する揚合を考え・文字数は・許容される最：大隈

　・をおさめる。字種の選定は，打鍵の能率を考えて，使用頻度の高いものか

　ちという原則に従う。鍵盤上にない文字・記号の類は，仮名文字や別の漢

　字によって代用するのではなく・盤内に1字分の盤外字マークを用意し，

　それを利用して・表現する。

く2）盤外字の表現方法は・漢字をCornpu七erにおいて・分類排列する揚

　合の方法とともに・翔に考える。（後述）

1（3）語彙調査の結果を発音順に分類排列する揚合の便宜のため・漢テレ内

　の仮名文字に対する＝一ドは・容易に漢字のロードと区瑚され，H－3◎10

　によって分類した揚含に・そのままで五十音順に排列されるようにし・i司

　じ平仮名と片仮名の凱一ド間には，bi七構成上，二大限の共通点をもたせ，

　容易に互換し5るようにする。

〈4）打鍵の能率をあげるため，鍵盤上では，平仮名，片仮名の全体が可能

　なかぎり狭い範囲内にまとまり，同じ発音の平仮名片仮名，及び清，濁，

　半濁の文字は互に連続してならび・かつ仮名の類全体としての排列も・五

　十音の順になっているようにする。

く5）　6biも1列の3010コードで表現され，ラインプリンタ・一一　”　フレキソに

　よって印字可能な，英字，数字，特殊三号の類48種には，共通の弁別

　コードを第1列目あたえ，第2列のコードは，3010＝一ドと完全に一一致

　させるQこ5することにより，3010＝一ドから漢テレコードへ，逆に漢

　テレコードから3010コー・ドへの転換が，機械的に可能となるばかりでな

　　　　　　　　　　　　　　　rv　e），？　一



　く，プログラムのデバッグ（検査，修正など）や処理の中働過程における

　デP一ターの状態を，いちいち漢テレで印字しなくても，ラインプリンター・

　などに打ち出して・その大体を察することが容易になる。また・これらの

　文字・記号の鍵盤内の排列も，最下段に0から9，AからZという願序を『

　くずさずに，左から1行にならべることとする。

（6）　H一　3010において，not　use農とされている（17）8，（57）s注2）の一

　コード，及び，十〇，班，ED，　EF，　EB，1ssなどに配当されている・

　（37）8，（52）8，（55）8，（56）8，（72）8，（75）8など，機械そのものの制御：

　や・アッセンブラーその他のシステムプPtグラムの制御用に使われている

　コードは，盤内の文字を表親するコードとしては使罵しない。また，H－

　3◎10のもっている，書語情報処理の上で，極めて有利であると考えられ

　る，DSL，　DSR，　LSL，：LSR，（「3010命令語の説明」参照）などの命令

　を・膚効に用いるために・可能なかぎり盤内文字用に使用するコードの種

類を少くし，プログラム用に使えるコードの種類を多くする。特に，30101

　でスペースを表現する（12）8などは・蓄語単位の分割に利用するため・盤

　内文字粥には使わない。

（7）平仮名をふくめ，使出頻度の高い字には，ノンシフト（シフトペダル

　にタッチしない）で穿孔。印字できる罪一ドを配当し，全体として，鍵盤

　上の文字。記号類の排列は，以上の諸要求に背反しない形で，未経験の操・

　作者にも・探しやすいことを主眼として工夫する。（詳しくは後述する）

　以上，とくに（3）以下の諸要求は，まず，漢テレの出力としての，従って

H一　301◎への入力としての，穿孔テープの＝一ドの種類を制約し，同時

に，漢テレに・その出力としての印字機能を果させるための入力としての，

穿孔テープ（これはH－30ioからの出力として穿孔されるもの）のコードの

種類を限定するものである。

　ところで，漢テレの印字謡講にとって必要な入力情報は，印字機の活字ド

ラム中の，どの活字を選択印字するのかを決定するための情報としてのコー

ドである。　この活字ドラムは，縦に4字ずつならんだ活字の列が，24個横

にならんだ形の矩形のパレットが・26枚集って・図1のようになったもの
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である。印字すべき文字を決定するためには，④第何番冒のパレットのf

⑧第侮凹目の・⑥上から押字臼に位する活字であるかという④⑧＠3欄の

情報溺与えられる必要がある。すでにのべた・6bit　2列の＝一ドというの

は・印字機の側から見れば・④を示す5bi七，③を示す5bi七，⑥を示す2b馬

の集まりでなければならないことになる。

　函概用の漢テレの場合は・前記（3）・（4），（5）の要求を実現する必要か

ら・第1列の第1から第5までの5bi七が④を，第2列の第2から第6まで

の5疲が⑧を窮すことになっている。H－3010の＝　・一ドの揚合は，紙テー

プ上の穿孔のない部分淋1を，穿孔のある蔀分が0を意味しているのに対

し・この血合は逆で，穿孔のある部分が1，ない部分が0を意面し，それぞ

れ1～26，1～24までの磁位と六野を示すことが必要なので，各単位のウ

ェイトづけも，1，2，4ダ8，i6，という純2進型である必要はなく，パレッ

ト番号を示す第1列は，1・2・8・12，パレット内部の列番を示す第2列

は，あ2，4，8，9sという形になっている。そこで，印字機の吏めには，

表fのafb・の印字機構の欄に見るようなコードを備えることが必要とな

る。ところが，これでは，H－3010への入力としての穿孔＝一ドとしては，

注の欄，「er＄の各個所において，前述の諸要求事項を実現する上で不都合を

生じる。そこで・印字機内部に・表1の矢印の右側・穿孔テープコード欄に

あるようなコードが・入力された揚合でも・矢邸左側のT一ドが入力された

富合と面様の活字選択がおこなえるように，　リレー磯路を設けておきs紙

テープのコーF“と・印字機の必要とする情報としての＝一ドとの閣の矛盾を

解決することにしてある。

　一方，鍵盤穿孔機の方も，コード穿孔用の配線を単純化すみためには・各

行各列内の文字に共通コードを配当することが必要となる。その結果・盤面

内の銀盤も，印字機内の活字ドラムの内容を大体において反映する形となる。

　盤面は大きく，盤内keyと盤外keyとに二分される。盤内は・1keyに4

文字つつが標示され，横に25行，縦に24列の600　key盤外は1keyに1

記号のわりで標示されて，盤内keyの右側に縦に撲列され，漢テレ制御用

の補助key　5，プログラム用のk：ey　19，スペースkey　1，からなってい

る。このうちの，印字動作をしない盤外keyのいくつかを除き，鍵盤key
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Lopに標示された，すべての文字・記号の活字は，印字機内の26枚のパ

レットにおさめられており，そのうち，盤内最下段の行と盤外を除くと，あ

との各行24個ずつのkey　topに標示されている文字・記号の活字は，そ

れぞれ1弾ずつのパレットに，そっくりおさめられている闘係になってい

る。詳しくは，表1，aの鍵盤穿孔機の行番号と印字機のパレット番号とを

対照されたいQ

　なお，盤i内の各key七◎Pに標承されている4個の文字は，　シフトペダル

の操作との直観的な一致をはかるために，ヒシ形に配置されて，真下の字が

ノンシフト，左側の字が左シフト，右側の字が右シフト，真上の字が両シフ

Fという形になっているが，コード的には，全体として，やや左側に傾け，

左側の字を左下，真上の字を左上，右側の字を右土，真下の字を右下にもっ

てきて，4個の字が正方形の各頂点に配置されているように考えると，より

浬解しやすくなる。（図2参照）。すなわち，第1列のコーードを共通にする文
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．．．．．．　．．，k，！E・　”　””　”　’””’”’

字が，横に48つつならんで50行あり，第2列のロードを共通にする文字

が，縦に50つつならんで48列あるわけで，横の1行，48文字閻の＝一ド
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一”tt”“f’t ㍉郵蔀

淘序列は・表し　bの穿孔テープコードのオクタル表承に見られるとおり・

盤面の右端からかぞえて第1字目と第4字醤とをのぞくと，左側から順に，”

上昇順にならんでいる。これに対して，縦，つまり，50の各行相互闘のコー

ド的序列は，表i，aのオクタル表示に見られるように，　リレー潮路によっ

てコード変換をおこなっている4個の行をのぞき，1行おきに，まず偶数番

§の行が上から下に一と昇順にならび，ついで，奇数八戸の行が上から下に，

上昇順にならんでいる形である。このように，コード的序列のあり方が，縦

と横とで著しく異っているのは，横の序列を決定する第2列召のコードにつ

いては，そのシフトbi七を第1単位においたのに暫して，縦の序列を決定す

る第1列目のコードについては，そのシフトbitを第6単位において，両

者を一致させていないからである。（一般の標準贔では，シフトbitの位置

は・1，2列とも第6一単位にしているのが普通のようである。）このようにし

たのは，前記（3）（4）の要求事項をほぼ満足させ，しかも，使用頻度の極め

て高い，平仮名のすべて（全84字）を，ノンシフトのコードに配当するとい

う（7）の要求を実親するためである。
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　なお，表1を見れば明らかなように，（6）の後辛の要求は，決して十分満

足にかなえられてはいない。すなわち，盤内字を表現する＝一ドとして，第

1列としても，第2列としても穿孔されないでいるのは，（17）8以下の特別

のものを除外すると，3010コードでスペース，④，＊，に配当されている

．（12）8，（14）8，（54）8の，たった3種類で，第1列としては穿孔されていない

のが，」・・に配当されている（41）識3），第2列ゴとこしては穿孔されていないの

・が，井，，（アポストロフ），＄，＝）に配当ざれている（13）8，（36）8，（53）8，

〈76）8，の4種類iという状態である。

　しかし，この点は，6biもという条件であ・益かぎtt9，　やむをえない結果で

あったと考えないわけにはいかない。従っでも心も，将来ともに，漢テレの

よう・に，文字数の多い入出力機器を利用する必要があるならば，Computer

本体は，8情報bit　1桁のものを採用し，漢テr’レの入出力となる紙テープ

も9単位のもの1を使う．よゐ・に設噛した方茄有利では；ないかと考えている。

　注1）　国週報皆22号露雑誌九十種の用語用宰森第2分冊漢字表」の第7頁，所載の使

　　用度数分布表によれば，漠用頻度の高い順に鰹らt／ば繊｛1995字の漢字で，全県本

　　中ののべ98．6％の表詑が・可能であり，2，1諦字では，・・99％が可倉旨である。しか

　　し，これを100％にまで嵩みるためには，更に11199・字も字種を増やさなければな

　　らない。瞬断がジそれ似筋に実施した，婦天雑誌，総合雑誌の調査結果も，大体

　　同様で，上位2，0001字索でで，前者の揚倉ワ1ま98．6％，後者の揚鍋は99％ま・での

　　褒記が可能であるという1結果が嵐ている。従って，上手に選定された，約2，000

　　字の漢字があれば，大体100のうち99まではまかなえると考えてよいことにな

　　る。

　・注2）　（17）8（51）8な1どの表示は，oc綴1（8進数）を示すもので，3　bitずつを1桁

　　（従って6嫉七は2　ta），Sとして表承しうるので，各コード㌦｝bi七構成を直観的．に摺

　　寓するのに便利であ：る。下に，2進，8進，10進の欝応を示しておく。なお2

　　進の0は紙テープ上6穿孔部分に，1は穿孔のない部分に相当する。

2進

8進
1e進

ooe

o

o

eo1

1

1

1

1
Q
り
3

00

1
9
創
2

0 1001101

4i　5・

415

iiel・iii

617
617

　　　ミOOI　OOO，OOI　OOl
ksノ　｝i｝　｝
1　0　1　1
　8　　　9

OOI　’．．　111

L．V　v”
1　7
　15

olo　ooe
g．一．　v
2　　e

　16

101110
　　　5　6
　46

111　111
Lor　L．Y
7　7
　63

洗3）　第1列のコードとして，　（41）8が使われないというのは，　盤外の揚合にも

　一貫しており，漢テレの印字機が，紙テープの読み取り印字をする際，常に，正

　しく第1列，第2列をくみあわせて1文字分のコーードとして読み取るためのメカ

　ニズムに，この事実が利用されている。（附録，仕様書抜粋6－3参1礁）
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§3　鍵盤上の文寧排列と文掌・記号群のコード的序列の大要

　丁寧の部は，上から第20行藏までの全480keyのすべて（4×480＝1920

字）と，第21，22，23，24行の全96keyの上半の2字（2×96＝192字〉

の，総計2112字で，そのうちわけは，当用漢字1845（1850字から，使用頻

度の低い，朕，璽・脹，壱，弐の5字を除いたもの）・表外字264（雑誌90・

種の用字調査で，度数11以上であったもの），及びO，々，盤外：Pマ　・一ク，

をふくむ。

　漢字の撲列に際しては，コード上の序列もふくめて考慮すると・盤面上の

排列に秩序をあたえることが困難となり，結局，文字を探しづらくなる恐れ

があるので，ほ一ドの序列は全く無視し，次のように排列した。

　（イ）　．上から20行までは・書物の頁を開いたように・三宿12列ずつに分・

けて，左上から右下に向って・漢字音による五ナ音順にならべる。その揚

合・盤外字マーク・○，漢数字をふくめて・使用頻度の高い漢字480を，ま

ずノンシフFの位置に，：五十音頽に排列し，残りを・また岡じ発音ごとにま

とめて，左，右，両シフトの位置に，五十音順に配当して行き，全体とし

て，表音部分の字形の似たものは，なるべく接近しておくように心がけた

が・結局・2系列の五十音順排列の形となり・嗣音の文字がすべて完全にま

とめられているわげではない。

　（の　第21，22，23，24行の上2字置部分には・訓だけでしか用いられ

ない字，劫字，動植物。度量衝単位など特殊な意味グループの語表記に用い

られる漢字などを収めた。

　仮名の部は，§2の要求（3）（4）に従い，上から第21，22，23，24行冒

の中で，盤面撲列の序列と，コード的序列との一一一twを得られる範翻，つま

り，左から第22列目まで（表1bの穿孔テープuz　一一ド欄及び左からの列番欄

参照）の88keyの下の2時頃2×88　・＝　176）の部分に収めることとした。実

際には，普通大の片仮名，平仮名（清，濁，半濁）全148字と，小さい片仮、

名，平仮名の全20字及び長音符号，中黒，各2種で4個，総計172字でそれ

を，同種，岡音の片仮名，平仮名を完全に1組として，前者を左シフト，後

者をノンシフトの位置に排列していった。従って，同種周音の片仮名，平

仮名のコードは，第1列は共編1，第2列は薗者が偶数9後者は，前者より1．
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だけ多い奇数という関係になっている。（表2参照）

　その他の部は，盤面最下段つまり第25行の下の2字には，§2の要求

（5）により，0～9，A～Z・＆十。；：一グ／（），％など48個の文字。・

記号，また同じ行の上の2字には，a～z（英小文字）x・X！？「」……←→・

〈〉など・48飼の文字・記号がおさめられ，同種の英小文字と大文字とは，

同一のkeyの上と下とに並び・　コードとしては・第2列が完全に一致する・

形となっている。

　第21，22，23，24行の下半分で・片仮名，平仮名を排列した残りの部分・

には，§2の要求（3）に従うため・一般の漢字仮名まじり文において混用ざ

れることの考えられない種類の文字・記号類，αβγ弩9など20欄をおさめ’

た◎（表2参照）

　以上の文字・記号を・それらに配当されたコー・Fの序列において排列する

と・概略・次のようになる。以下12biもを4行の8逓数で表示する。（8は、

雀賂）

（0000）～（0074）：鹸計に始まり等壷に終る；盤面第9行営下半の漢字48字，

（儀00）～（0174）：ゴ、に始まり｝『に終る；盤務第25行闘上半の英小文字と詑男な『

　　　　　　　ど48種。（第2表参照）

（G200）～（3174）：自愛に始まり戸惑に終る；三顧第1行から8行までと10行の下半・

　　　　　　　分，21行24行の上半分，11行から20行までの下半分にふく

　　　　　　　まれる漢字1007字と盤タト字マーク。

（3200）～（3574）：21，22，23，24行の下半分にある，片仮名，平仮名，17窪字に，

　　　　　　　発音誤解の類20。（第2表参照）

（3600）～（3674）：25行の下半分にある，3010コー5“と一致する文字。詑号類，銘種。tt

　　　　　　　（第2表参照）

（4000）～（7474）・・競極に始まり呂巳に終る；第9行，つづいて第1行から8行，更．

　　　　　　　に10行から23行までの上半分にふくまれる漢字1056字。

　こめ序列が，所謂漢テレ＝一ドによるソート（分類排列）結果の序列でもあ

るわけだから・漢字をふくむデーターを・漢テレで入力し，その結果をソー

トして出力する必要のある場合には・適当な方法，手順を加えて，Sljの序列㌧

にならべかえることをしなければ，一般駒な意味でのi斐用性のあるものを作；
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るととにはならない。

　表2は，片仮名・平仮名の部を中心に・漢字以外のものについて，その

‘コ　・一ド的序列を詳しく示したものである。なお盤面排列との対応を見るため

，に，行番，聖遷を示す数字を左側と最主部とに記入してある。

　これで明らかなように，仮名内部におけるコード上の序列が五十音順に

．なっているのであるから，漢字で表記されたデーターに読みの情報を仮名で

つげて入力し・その読みをkeyとして分類排列するならば，その処理項目

を，ほぼ五十音願に撲列して取り出すことが可能である。

　ただ・この五十音順は，たとえば「か」の部が全部すんでからFが」の部に入

るというような問題点があるために，特別のプログラム的手法を用いないか

ぎり，一般の国語辞典の排列と完全に同じ排列にすることはできない。また

片仮名・平仮名を一応一貫してとり扱えるが，「いしゃ」が「いしゃ」に優先し

て排i列されるので，「いしゃ」「いしゃがよい」「いしゃぎらい」……のあとに

iいしゃ」「いしゃきいも」が掛列されるという形になる。（田中論文参照）

・§4盤外掌の入力方法と，漢字の部酋順排列のための理Ek　＝　一一ドについて

　盤内におさめられた漢字は，2，110字（その他に，々，盤外字マーク）であ

るから・普通の文献を漢テレで入力しようとすると一）少くとも1GOの漢字を

・打鍵する間に1回ぐらいの割合で，盤内にない漢字が出てくるものと予想さ

tt黷驕i§2注1参照）

　この盤外漢字を処理する方法として，

　1）　すべての盤外漢字に対して，単に盤外字マークだけをうって入力し・

　　原稿中の該当文字に印をつけておき・機械の処理がすんでから，その原

　　稿につけられた印を手掛りに，人醐の手で処理をする。

　2）盤外字マークと，更に，その盤外漢字の種類に応じた情報・コ　・一ドを

　　あわせて入力し，それらの処理も機械にやらせる。

乏いう二つが考えられる。処理の内容が，単に印字するだけであるとか，新

欄社の場合のように，一連の記事を電送したり，自動活字鋳造機にかけて版

をくむような揚合には，1）の方法をとるのが最も現実的である。

　しかし，大量のデーーターにもとつく，用字調査のよらな揚合には，単に盤
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内にない漢字が全体でどれだけあったかという形でしか，自動的には結果が：；

出てこない，1）のやり方をとることは好ましくあるまい。　もちろん，　デーt

ターの量が少い場合には・入力前に要する手聞が少いという利点があるのだ

から，1）の方法で処理した方がよいこともある。

　2）の方法をとる場合も，§1でのべた，岡一の文字に対しては常に同一の

コードを与えるという原則が適用されなければならないので，存在しうるナ

ベての文字に対する髄コードが準備されえなければならないことになる。

　現鹿の日本語の表記に用いられる文字の異り数は，大体3，000から4，000｝

程度であると考えてよいと思うが，（雑誌九十種の用語用字の第二分冊参照〉

その内容となる字種を完全に固定してきめることは，必ずしも容易ではな

い。（たとえば，日本の少し大きな印刷業者は，6～7，000字種の活字をそな

えている。）そこで，盤外漢字のコードとして，盤外字マークの次にうつ文字：

数も1（漢テレ）字に：おさえることはむずかしくなる。（もしl字とすると，盤，

内字以外に2，400字だけが入力可能ということになる。）しかし・2（漢テレ〉

字をもって・盤外漢字のコードとするならば・最大限，576万ものコードが

できることになるが・存在しうる漢字の数は・異体，略体・その他一切のも

のを別字として数えても，10万のオ　一一ダーを越えることは考えられない。そ

こで・盤外漢字のコード用の文字は，打鍵しゃすいノンシフトの漢字（盤面第

1行から20行までの各keyに1個つつある全479野中の）450字にかぎるこ

ととした。表3は，そのコード周の漢字450字を，それぞれの漢テレコードに

よるコード的序列に従N・，1番から450番までの番号をつけて並べたもので

1舞†（0001）8，　2ヲY（OOO3）8，　3型（0005）8ζこ1まじまり，　449峯斗（3047）8，　450カ・

（3e51）sにおわっている。これら2字つつの組合せで構成できるコードは最：

大202，500種類である。

　次に，1）個々の盤外漢字に，どのようなロードづけをするかという闘牛

と，

　2）漢テレ盤内字を3G10で分類排列すオtば，漢字については，曲，計，

巾，形に始り・乃・那・呂・巳に終る・全く何の原理も法則も見られない序二

列で並んでしまうことは，前節までにのべたとおりであるが・これら盤内漢

字と・盤外漢字との・ほ一ド的序列の闘係をどのように調整するかという問
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題　とが出てくる。

　・そこで・われわれは，1），2）の問題を岡時に解決する方法を考えた。つま

り，盤内，盤外を問わず，計算機によって処理される漢字を・すべて・まず

完全に部首画数順に配列し，それら1字1字に，一定の＝一ド的序列をもつ理

論コードを順次配当して行くのである。この理論コードは・現在存在してい

る漢字だけでなく・将来発見されたり・作られたりする種類の漢字に塾して

も配当することができ・しかも，それによって・部首順にならぶという・序

・列に狂いを生せず・かつ重複した＝　一一ドづけを絶体におこさないものとして

工夫しなければならなV・。

　そこで，

　イ）部首・画数順に撲列された漢字リストの第一次的原簿として，現在

の辞典中で最大の字数をおさめている・諸橋の漢和大辞典をそのまま利用

する。

　ロ）　コードづけにあたっては，原簿である漢和大辞典の各見出し字に与

．えられている通し番号を・そのまま利用する。

　ハ）各部の先頭字に与えられた通し番号の下2桁を切りすてたもの，通

’し番号の下2桁が00の揚合には，その番琴から100を引いたものを，その

；部の基準番号とする。（以下，表4参照）

　二）　各部の最後の字に与えられた通し番号から，その部の基準番号を引

・いた答が，450をこえる揚合には，基準番号からかぞえて，450番までをそ

1の部の第1グループとし，以下岡様に，450字ごとに第2，第3グループを

構成して行く。こうすると，たとえば人の部は，通し番ew　344の「人」にはじ

1まるグループと，751の「儒」にはじまるグループ，1201の「俊」にはじ1まるグ

．ループの3グループにわかれる。このようにすると，正式の部首の数は214

’であるが，全体で271のr部グループ」ができることになる。なお，正式の部

の先頭でなく，第2，第3グループの先頭の聯合は，その先頭字の通し番号

1から1ひいたものが基準番号となる。

　ホ）理論コー一一「ド第1字の漢字は，271の「蔀グループ」を弁別し，序列づ

けるものとして，理論コー、ド漢字表の1番の計から，271番の合までを，順

玖配当する。
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　へ）　理論コ・・一ド第2字の漢字は，闘魂の字に，漢和大辞典が与えている

通し番号から・その文字の属する部グループの基準番暑を引いた答えの数値

に相当する番号に位置づけられている理論コード期の漢字である。（表3擁

参照）

　以上のような手続きで作られる，漢字用の理論コードは，2（漢テレ）字から

なるので，6bit　4桁（オクタル表示で8桁）で構成され，一に治する計・計

（00010001）8を優先順位の最も高いものとし，合・ノ∫（21213051）8を理

論的に最も優先順位の低いものとしているから，瓢一ド数121，950（271×450）

を最大限とする，すきまだらけの＝一ド体系を構成していることになる。

　しかし，とにかく，表3のような「理論コード用漢字i藻」と，表4のような

「漢字コード基準表」とをそなえておけぼ，漢和大辞典の通し番号さえわかれ

ば，すべての漢字に贈して，一貫した理論＝一ドを即座に与えることができ

るわけで，あらかじめ多数の漢字について，完全なコード表を作っておく必

要はなく，比較的心素頻度の高い盤外漢字と盤内字についてだけ，漢字と理

論コー・ドとの紺照表を作っておけばよい。

　また，諸橋漢和大辞典にない（つまり番号の与えられていない）漢字や，同

じ通し番署が，別の字に与えられているノ（ダッシ。．）つきの番号の漢字につ

いては，その部全体の最後につけ加えて，仮りの番号を与えて，＝一ドづけ

を行い登録しておく。たとえば，ljの部の剤には，2076ノの通し番号がつけ

られているので，刀部の最：後の2287番に1を撫えて，2288番として扱：い，理

論コード第1字は，その部グループに共通の21番目東」をあたえ，第2字には，

2288からそのグループの基準番号225Qを引いた答えの38番に抵当する

「身」（表3参照）をあたえ，（00650241）8となるコードをつけるわけである。

このようにして行けば，ほとんど考えられない事態であるが，仮りに，ある

部に属する新らしい漢字が大量に出て来たとしても，諏一ド第1字が，次の

部のコード第1字に優先しているのであるから・絶対に，全棒としての部首の

画数順排列の序列をみだすおそれはない。万一・コード第2字として，理論

コード450番目の「力」まで使い果してしまった場合でも，漢テレコードで

「力」のそれ（3051）8よりも大きいコードをもつ漢字を，臨時に，順次補充して

使って行けばよいのである。補充として使用することのできる漢字は1，3GO
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字以上ある。

　かくして，一般の入力データー一を作製する際には，盤面にある文字は，その

文字をそのまま打鍵し（1字分，穿孔＝一ドは2桁），盤面にない文字について

は，まず，盤外字マークを打鍵し，ついでその文字に鮒して与えられている理

論3一ドに相当する漢字2字を打鍵する（都合3字分，穿孔コードは6桁）わ

けである。機械内部で処理する際は，常に2桁を一まとまりに処理して行く

のであるが，盤外字マークに摺当する2桁のほ一ド（3115）8を発見した揚合

だけ，それに後続する4桁をあわせて，6桁一まとまりとして処理するよう

に，プログラムを組んで行くことになる。

　必要な処理カミすんだのち，最終の結果を，部首順に分類排列する必要があれ

ば，すべての盤内字コード2桁のあとに，その文字に与えられている理論コー

ド4桁分を挿入し（これは，盤内字コードに対する理論コードのテーーブルを

作っておきさえずれば，極めて簡単なプPtグラム手法で行うことができる），

盤内字・盤外字をとわず，後の4桁を手がかりに，分類排列すれば，常に一

貫した部首順のソート結累が得らる。

§5E．B．　P．　S．の入出力機器として見た，漢テレの問題点

　入出力機器としての漢テレのもつ問題点は，何といっても，その処理速度

のおそいことにある。§ヱにおいても，のべたよ5に，表記関係の情報をふ

くむ入カデーターを作る気合などに，前編集の手闘が著しく節約できる利点

はあるが，前編集のすんだ原稿を打鍵するにあたり，普通のフレキソのよう

に，原稿から目を離すことなく，完全にタッチ方式で連続的に打鍵すること

はできない。また，仮りに，連続的に打鍵可能な二合でも，印字をともなう

揚合は・秒閥2字以上・穿孔のみの場含でも，秒間5・8字以上の速度で打鍵

すると，後から打鍵された方の字については無効となり，穿孔も印字もされ

ないととになる。（仕様4－2，6，参照）実際の作業としては，平均，50～60

字／分の速さでしか打鍵できないのが普通である。

　なお，念のためにのべておくが，この速度は，全く機械的に打鍵すること

についてだけの計算で出したもので，漢テレで，完全な入力データーを作る

ために要する時間を計算するためには，漢テレ操作者のパンチミスを発見し
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訂正する時間，また，漢テレの故障によっておこり5るミスパンチを発見し

訂正するための時閥なども考慮に入れなければならない。

　しかし，とにかく，この入力データー作製の段階で要する時聞は，現在の

よ5に入間の手で打鍵する方式であるかぎり，程度の差こそあるが，ある限

度以上に縮めることは不可能であるし，漢テレの50字は，フレキソの100～

i50字には十分匹敵しうるのであるから，我身しうるとしても，最大の問題

は，処理結果の印字に要ずる時間である。

　これは全く机上の計算にもとつくものであるぶ，今，最終の処理結果が磁

気テープの中に，100万桁（50万漢テレ油分）の情報として入っているとし

て，それを人面の読める文字情報の形にする（印字する）のに要する時間を考

えてみると，圏耐に入っているラインプリンター（333　C型）のスtf　一・ドは，

1行120字で，500～600行／分，つまり，最大限，60000～72000字／分で

あるから，ラインプリンターで出力すれば，約17分乃至14分閲で出力が完了

し，カナまたは，漢字，数字，その他の記号の形で貼ることができる。た

だ，それが漢テレで入力された内容である揚合には，英字，数字，など48

文字の部分を除して，2字つつ，1組の暗号のよ5な形でしか印字されな

い。（英，数字など48文字の漢テレ3一ド第1列の（36）sは，333C型ライ

ンプリンターにおいて，仮名から英，数字へのクリアーコードとなっている

ため，漢テレで入力した英，数字の類は・ラインプリンターで印字しても1

字分つつの遠隔をおいてではあるが，正確にもとの英，数字の形で印字され

る）

　これに対して，同じものを漢テレで印字するためには，まずH－321の穿

孔機（100桁／秒）によって，磁気テー・プの内容を紙テープの形にして，出力

しなければならないが，それに要する時閥は約2時間46分以上であり，こ

の紙テープを漢テレの印刷装置によって・印字するのには，更に約70時閲

を見なければならない。この時間には・紙テープのハンドリングに要する時

闘が全く無視されているので・実際には・もっと多くの時間がかかることに

なる。

　もちろん，ラインプリンターによる印字と・漢テレによる印字とでは，そ

の読みやすさの点で格段のひらきがあり，前者の場合は，いろいろと，後編
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集をしないと解読できないのであるが，直接コンピェーターを占有する出力

時聞が2時闘半以上も短縮されることと，処理結果の大要が即座に知りうる

という大きな利点がある。そこで，入力データーを漢テレで作った場合で

も，その処理結果の出力はできるかぎり，ラインプリンターを活用し・後編

集を助げるために，その見出し部分や，key　word的な部分だけを紙テープ

に出力して，漢テレで印字し，ラインプリンターの印刷結果とあわせて怒罵

するという出力方式を，今後，大いに等等，暴発して行く必要があるだろ

50

　現に，筆者の開発した「表記（用字）統計プログラム」は，完全にこの方式に

よっており（第一資料研究室月報，’66APR・参照），研究室全体で進めてい

る，新聞の用語用字調査のプログラムにおいても，このよ5な方式を，かな

りとり入れて行くことになっている。

　このほか，機械工学的な理由によって生ずる，誤印字，誤穿孔の問題や，

穿孔テープのComputerによる検査法などの問題があるが，書語そのもの

の問題から・はなはだしく離れてしまうので，ここではふれないこととす

る。

附　　國研用比例鍵盤窓孔醸羅機（漢テレ）仕様書，抜粋

1概　　　説

　本装置は国語研究所に設置されるH王TAC～3010のオフライン付属機器と

して使用されるもので・計算機との連絡はすべて8単位紙テープを介して行

われるものとし・この8単位紙テープはHITAC－3010にて読取り可能とす

る。入出力情報は1文字（ファンクシ。ン1動作とも）7単位2列の14単位

を使用する。本装置は鍵盤蔀の文字キー一選択打鍵によりその情報を紙テープ

に穿孔すると共に印字紙に即今すること演できる。又紙テープに穿孔された

情報を読取り機にかけて上記のテープ穿孔及び印字を行わせることができ

る。なお本装置ではテープ複製のさい編集を行うごとができる。

2　構　　　成

　本装置の構戒機器は下記の通りであり，各機器間は，接続コードにより連

絡して使用する。

　　　　　　　　　　　　　　　一76一



2－1鍵盤鯉孔機
　（a）鍵盤部（字数計，見台を含む）　（b）穿孔部

　御部　（e）機械台部

：2－2漢掌旧劇機

　（a）印字部　　（b）読取部　　（c）制御部　　（d｝機械台部

　　一一後略一一

3　使　屠　条　｛牛

　　一二一
4機　　　能

　本装置は次の機能を有ずるものである。

・4一1総合機能
　（1）打　鍵（鍵盤部）一一→テープ穿孔（鍵盤部）

｛2）一一’（一’　）K→テープ穿孔（細細餐）

　　　　　　　　　　＼印　　字　（邸刷機）

　（3）読取り（鍵盤機）一〉テープ穿孔（鍵盤機）

（4｝読馳㈱磯＼→テープ禦し健灘）
　　　　　　　　　　＼印　字（印面機）

　（5）　謹花翼文り（師i磯）一一一・〉印　　　　字　　（印環琵幾）

　　　但し（3）（4＞は，テープ編集可能

4－2処　理　遼　鹿

　（1）鍵盤機打鍵　穿孔　　350字／分±10％

　（2）　　ク　　　穿孔印字120字／分±10％

　（3）鍵盤機読取り穿孔　　350字／分土10％

　（4）印刷機読取り穿孔印字120字／分±10％

　（5＞　　ク　　　印字　　120字／分±10％

！5　鍵盤窒孔機の機能

　　一前略一一

ご5－2　鍵　　 盤　　
書
移

　（3）　盤タトキー

　　　1＊（・4）gik・3・）＊．｛・2｝＊（・1，　（ID（ZD＠，　ED，　EB，　lss，

　　　　　　　　　　　　　　一　rt7　一

（e）読取部　　（cv　制

EF，　EI，　＄，　＃，



　　＝s’，一，＠，＊・の19キーで，それぞれ専用コードを穿孔する。但

　　し，※4，※3，※2，※1は印捌機は不動作，他は各々の記号ないし

　　は文字を印字する。

　（4）　補助キー（ファンクションキー）

　　a）復改キー：打鍵印字の時はプラテンの行を改め・プラテンを第1

　　　字鼠印字位置にもどす・打鍵穿孔の時は漢テレ復改r　一．ドを穿孔す

　　　る。

　　b）　スペースバー：打鍵印字の時は印字せずプラテンをi字分進め

　　　る。（スペース）穿孔の時は間隔コードを穿孔する。

　　c）後退キー：プラテン及びテープを1字分後退させる一印字穿孔

　　　なし一

　　d）採消キー：打鍵印字の時は抹消記号を印字する。穿孔の時はオー一

　　　ルマーク（7つ孔2列）を穿孔する。

　　e）空白キー：このキーを1回押せぱテープにth　一一ルスペーース（スプPt’

　　　ケットの孔だけあく）を2列分穿孔する。

　　f）連続キー：文字キー及びファンクションij　一と同時に押すと連続

　　　動作を行5

　　一中略一

　｛6）鍵盤アラームランプ及びアラーム断押ボタン

　　　鍵盤iタッチアラームすなわち約40ミリde　＝ンド以内に2ヶのキーを

　　押した揚合は同時に押したものとみなして，穿孔（印捌部接続の中合は

　　印字）がカットされてアラームを出す。即ち鍵盤右上方にあるアラーム

　　ランプが点灯し右前方の放音響内部のブザーが鳴動する。それ以上の闘

　　隔でタッチされた時は，先に押されたキーに対応する穿孔及び印剛が行

　　われるが，穿孔速度（350字置分）（印嗣機接続の場合は120字／分）を越

　　えた場合のみアラームが出る。このアラームを解除するため「アラーーム

　　断」押ボタンが鍵盤部右下に設けられている。

　　一後帯一一

6印　　字　　部

　　一前略一一

　　　　　　　　　　　　　　一78一



‘6－3　言売　　 取　　 吝β

　　8単位紙テープに穿孔された7単位符号を読取り，その僑暦を印糊部又

　は穿孔部に送信し，同テTプの複製又はモニタ・一一印字を行わせるものであ

　る。テープは進行方向に対して横より挿入し，読取った符号は直ちに偶数

　パリティチxックを行い，もし読取った符号が奇数（オーールスペース，オ

　ールマークは除く）であれば，読取動作を停止して制御部にあるパリティ

　・チ＝ックランプを点灯してブザーを鳴動させる。XYチ。．ックはX側読取

　りに於て3符号（2，3，4，5単位穿孔，（41）sに相当する）があればこれで

　フラー・一ムを出す。（X側符号に」符号はない。）注）1

　　リセットはテープを訂正するか，正しい順序に掛けなおしてリセットボ

　タンにて再スタートする。テープが無くなった時には，テープアウトコン

　タクトにより自動的に動作を停止する。オールマークを読取った場合は，

　；印字も穿孔もしない。

　　一後略一一

　荘）1　漢テレコード7単位2列のうち，奇数番側（第1列）をX側，偶数番側（第

　　2列）をY側として，常に奇数番，偶数番の順に，2列をくみあわせて，1漢テ

　　レ字のコードとしないと，正しい印字ができないので，紙テープのかけまちがい

　　や，パンチミスをチxックするために，このXYチ。、ック機能がある。
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国研用漢字テレタ6プと同機利用

の言語情報処理（附表図）

（表雪a）

印字機構側
バレツト

番号

25

24

23

22

21

20

19

i8

17

16

15

14

13

12

11

10

9

　
ド
5

ト
［
4

ツ
コ
3

レ
定
2

パ
指
1

1011エ

OOIII

11011
．O　1　e　11

10G丈1

oeel1

11101

ellO1

10101

OOIOI

11110

OlllO

10110

OOilO

1101e

010エ0

10010

シフト

　6

0
1
0
1
G
1
0
1
0
1
0
1
0
1
G
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
G
1
0
1
0
1

　　　3elo
（オ’クタル）コード

2
2
3
3
4
4
5
5
6
6
7
7
0
0
1
1
2
2
3
3
0
0
1
1
2
2
3
3
4
4
5
5
6
6

4
0
4
0
4
0
4
0
4
0
4
0
5
1
5
1
5
1
5
1
6
2
6
2
6
2
6
2
6
2
6
2
6
2

K
2
L
3
M
4
N
5
0
6
P
7
Q
8
R
9

IE
スペ…ス

＄
蓉
ク
＆
／
A
S
B
T
C
U
D
V
E
W
F

＠ 鍵盤穿孔機側

リレー

転換

↓
↓

二↑
↑

＊
＊

穿孔テープ
3elo
　（オクタル）

一（マイナス）40

0（ゼロ）00

行番号
（上から）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

一　81　一一



ド
O
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
n
◎
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
ム

寸
話
容
町
内

は
じ
欄
同
空
と

）

＊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
　
＊（

ー
ー
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
l
i
二
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
遣
看
一
．
ー
ー

一

X
G
Y
H
Z
王
B
＋
・
・
％
；
駆
－
　
一
ジ
」
－
　
　
　
　
　
　
E
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
ロ

トスポア

0
　
　
0
　
　
0
　
　
0
　
　
0
　
　
0
　
　
0
　
　
0
　
　
1

）
9
臼
ー
ト

1
　
　
0
　
　
0
　
　
0
　
　
0
　
　
0
　
　
0
　
　
0
　
　
1
0
　
1
　
1
　
1
　
1
　
0
　
0
　
　
0
　
　
1
0
　
1
　
1
　
0
　
0
　
1
1
　
1
　
0
　
1
0
　
1
　
0
　
1
　
G
　
1
　
0
　
　
1
　
　
0

督
　
工
2
ウ
ー

K

8
　
　
7
　
　
6
　
　
5
　
　
4
　
　
3
　
　
2
　
　
1
　
　
6
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

（表lb）

印字機パレ ツ 卜内列指定 ㊧ 鍵盤穿孔機盤面

右から

�ﾔ

列番詣定コード

U5432
シフト

@1
　　　3010
iナクタル）コード

リレー

]換

穿孔テープ3010

@（浄クタル）

左から

�@番

24 11111 1
0

GO　　　　　G
n1　　　　　1

1

23 11110 1
0

02　　　　　2
O3　　　　　3

2

1 22 11101 1
0

04　　　　　4
O5　　　　5

3

21 工1100 1
0

06　　　　　6
O7　　　　　7

4

20 11011 1
0

10　　　　8
P1　　　　　9

5

19 11◎10 1
0

12　　スベ＿ス

P3　　　蓉

＊
（
＊
）

←一一→

ｩ一→
8　　　22
b　　　23

7

18 ユ1001 1
0

14　　　④15　　　（ （＊）

i＊）
←一一今

ｩ一→
D　　　24
N　　　25

8

17 11000 1
0

16　　　）17mt　used （＊）

i＊）
←一→
ｩ一→

F　　　26
f　　　27

9

16 10111 1
0

20　　　　＆
Q1　　　　A

6

15 01111 1
0

40（マイナス）一

S1　　　　」
13

14 01110 ＝
L
o

42　　　　K43　　　　L

14

一82一



15

@
1
6
　
1
7
　
1
2
　
1
0
　
n
　
1
8
　
1
9
　
2
0
　
2
1
　
2
2
　
2
3
　
2
4

0
1
ゐ
　
2
り
0

0
0
り
0
　
“
O
り
0

H
I
十
。

15（

16）

「

↓
↓
↓
↓

二
　
＝

↑
↑
↑
↑

“一一一〉

e一一〉

し

　
＊
＊
＊
＊

（

＊

＊

44
45

46
47

50
51

34
35

54
55

56

o
P
Q
R
；

　＊

ED
EB｝

57　noし　1ユSed

60
61

62
63

64
65

66
67

70
71

72
73

74
75

／

s

U
V
W
x

　Y
　z

EB
’

％
iss

－
∩
V
　
1
0
　
1
0
　
1
0
　
1
A
U
　
1
0
　
1
0
　
1
0
　
1
0
　
1
n
U
　
1
0
　
1
0
　
噌
λ
0

02ユ01

01100

01011

10001

01ee1

01000

00111

0ello

OOIOI

ooleo

OOOII

ooelo

eooo1

13

@
1
2
　
n
　
1
0

空欄は印字
機側と岡じ

（9ウ8。響）
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図　1

パレツトー枚

　2g－X26

24

23

22

21

20

19

ユ8

王7

　16 15

1” d
　　3
　　　4

t＝t
　；3

5

1　t　！　4

　ノ’　ノ　’　5
，　ノ　　／

　　／6

プノ！！
！

　
ノ
「

　
’
！

7

8
9

5
1
「

、

ミ、

A
　
、
　
、

10 …、
、

11 … 、

12 1

14 13 14 13

レ彦’　　7

　　8　N
　　N．9
　X　XX．　IXO

　　X　11
　　12

図　2

実際のkey　tOP

code上の配置

挨亜
愛

哀

亜　　挨

哀　劇
　　　　」
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表
2

21
3j
41
5　

12
3　

24
1
　
6
1
7
1
8
1
9
j
　
1
0
　
1
　
1
1

左
畜
左
右
左

右
左
右
左
右
左
右
左
右
左
右
左
右
左
右
左
右

1

左
列

番

ol
－

1’
oi
－

5g
’

　
1’

64
’

　
og
’

1’
66
　

一
〇

’
e”

’
1　

i－
o”

’
ii

　
l”

ig
’
”
　
i7

，
一
1’

　
20

M
r
r
－
i
t
’
i
r
m
i
i
’
2
1
｝
T
l
　
1
｝
1
2
4
　
r
m
｛
1
7
7
1
’
2
r
e
，
　
2
－
7
T
r
m
i
　
3
0
r
7
1
｝
i
，
T
I
｝
1
　
3
E
r
m
l
｝
7
，

盤

o
o

臼 引

　 ノ
ー タ

コ 　 0 1 3 2 3 3 3 4 3 5 3 6

孔 ク
穿 オ

r　
　
　
　
　
工

1　
　
？
o
　
　
　
　
　
　
　
　
o

「
　
」

ぜ
　
』

＝
　

　
　

　
　

一
｛
　
雪

…
　
　
　
a

b　
C

d
　
e

f　
9

h　
i

←
　

　
→

片
仮
名
　
平
仮
名

長
音
　
　
長
音

ア
　

あ
ア

　
あ

イ
　
　

い
イ

　
い

ロ
　
†

ウ
　
　
5

ウ
　

う
ヴ
　
う
“

晶
　

え
　
L

G　
　
え
。

童
　
　
お

サ
　

　
　

さ
ザ

　
ざ

シ
　

し
ジ
　
u

ス
　

す
L　

傑
ズ

　
ず

セ
　

せ
ゼ

　
ぜ

ソ
　
そ

ゾ
　

ぞ
タ

　
た

二
　
　
　
に

ヌ
　

ぬ
ネ
　
ね

ノ
　
の

ハ
　

は
o　

　
お

バ
　

ば
パ

　
ぱ

ヒ
　
ひ

ビ
　

び
ピ
　
ぴ

フ
　

ふ

メ
　
　
　
め

モ
　

も
ヤ
　
　
や

ヤ
　

や
ユ
　
　
ゆ

9　
∫

ユ
　

ゆ
ヨ
　
　
よ

ヨ
　

よ
ラ
　
ら

り
　
り

ル
　

る

0　
　
　
1

2　
3

4　
5

6
　
7

8　
9

（
　

）
＆

　
A

B　
C

D　
E

F　
G

H　
　

I
十
　
　
・

面 番 上 下 下 下 下 下

　 予 5 1 2 3 4 5　 そ 2 2 2 2 2 2

24 ｶ
23 E

左
’
2　

一
k　

1　
k1
3i
9　

i左
1㌔

1左
15

右
1左

16
右
［
左
1∵

左
1
8
右
1
左
1
9
右
｝
左
2
0
右
i
左
2
㌔
1
左
2
2
右

回

列
番

74
丁
子
》
コ
妨
1・

・
3・

14
・
4・

・
2・

3i
…
51
・
64

7　
1・

・
5…

　
6
・
6
2
・
・
　
1
…
5
i
6
6
6
7
　
i
・
…
i
・
3

O1 32 33 34 35 36

〈
〉

オ
お

ダ
だ

ブ
ぶ

レ
れ

NJ カ
か

チ
ち

プ
ぶ

ロ
ろ

一
　
．
T

kl が
が

ヂ
ぢ

へ
ヘ

ワ
わ

lr
　
T，

m
　
n

キ
き

ツ
　
つ

ベ
ベ

ワ
わ

MN

op ギ
ぎ

ツ
つ

ペ
ペ

ヰ
ゐ op

q　
1一

ク
く

ヅ
づ

ホ
ほ

ヱ
ゑ

Q　
R．

［
］

グ
ぐ

テ
て

ボ
ぼ

ヲ
を

グ
／

Sも ＝
け

ア
で

ポ
ぽ

ン
ん

，
q　

rr

u
　
v

ゲ
げ

ト
と

マ
と

●
　
躍

丁
丁

V

w
x

コ
ご

ド
ど

ミ
み

a　
fi

WX

yz ゴ
ご

ナ
な

ム
む

7　
op

V
　
7
，

｛ a
s e 8 ？

〈
　

〉
　
●

`
　
　
3

k　
1

m　
　

n
G　

P
q　

　
r

〔
　
〕

S　
も

U　
　

V
W　

　
X

y　
　

z
｛
　
　
唱

オ
　
お

カ
　
か

ガ
　
が

キ
　

き
ギ

　
ぎ

ク
　

く
グ

　
ぐ

認
　
け

ゲ
　

げ
コ

　
ご

ゴ
　

ご
o　

　
　
↓

ダ
　
だ

チ
　
ち

ヂ
　

ぢ
ツ

　
　

つ
ツ
　
つ

ヅ
　

づ
テ

　
て

一
恥 A　

で
ト
　
と

ド
　

ど
ナ

　
な

o
　

　
　

i
ブ
　
ぶ

プ
　
ぶ

へ
　

　
へ

ベ
　

　
ベ

ペ
　

ペ
ホ

　
ほ

ボ
　

ぼ
ポ

　
ぽ

マ
　
と

ミ
　

み
ム

　
む

ε
　
　

　
φ

レ
　

れ
ロ

　
ろ

ワ
　
　
わ

ワ
　

わ
ヰ

　
ゐ

エ
　

ゑ
ヲ
　
を

ン
　

ん
●
　
　
躍

α
　

β
γ

　
等

？
　
　

　
　
5

；
　
：

一
　
」

K
　
L

M
　
N

O　
P

Q　
R

グ
　
／

s　
燈

U　
V

W
　
X

Y　
Z

，
　

　
％

恥 毛 上 下 下 下 下 下

　 行 2 5 瓢 2 2 2 3 2 4 2 5

／

一 ○ ◎ α ー



表3　理論コー一ざ用漢字表

（　）内は4桁の8進数表示iの訟一ドで，以下次に4桁表示があるまで下の2桁

は，01，03，05，のように累加され，73でおわり，上の2桁が変って，同様に

〈　）内は4秤

1ま，　01，　03，

くりかえす。

1｝、十二11

蹴
鋤

　
　
　

　

建
（
投
（

鋤
四

月
↑
当
↑

職
鵠

　
　
　
　

結
（
度
（

鋤
扮

ロ
　
　
ら

決
（
土
（

玲
働

ド
　
　
れ

頭
（
都
（

鵜
翁

ほ
　
　
い

芸
（
電
（

αり

経
↑
伝
↑

，
葭
戸

　
　
　
ロ

型
（
県
（

鋤
鋤

　
　
　
ロ

形
（
件
（

町
鋤

む
　

の

計
①
見
（

A
U
　
耀
⊥

世
薪

以
僑

案
身

安
右

竹
工

愛
慕

働
育

等
（島㈹

m
長㈹

ﾓ

束㈹

ﾊ
2
　
∩
6

4陣深酒人丁壮数剃瑞、。、）運
・睡壮士石台益円二二応
・障生性if成青声制二物
・擁製臨、，屋音下化選果力・
・帥花家計夏赤切折晒竹
・1説千川ft船戦隠，。、，，過歌Tw

・・陣想会計海界開解外線
・・

w前然素組早戸草壮士
・2 ﾕ，。、、出格学士rt活二二監
・3個関元総計足側続続他
剰多打出汁醗，。。霊気認起男
・5 w期無意議吉久待二二
・司大台代第題沢達書毬。。、、究

・7隠富居調御供蛮夷教委
・8段段知地盤着中tV町長
・g隊長署、。、、業局玉近ee金銀
・・｝苦空回箪係直追回定程
・・陣鉄天店点転臨。、、研権言

22睡入原現減古個呼戸同
23　i動丁丁特得読内南難臼

｝髄 @し、♪　幽一■



・・ 蛛B。、，語御・工阪公広行交
12列光　向　好　熱　年　能　農　派　配　売

261買白発反陪。、，考江高号表

27睡谷告圏黒今根半判番
28睡二戸唱導解物百隈。。左
2g障座二二妻二二最三際
・・睡評病晶不付霜夫父婦
・・i部二二，。、，・乍殺江・参歩産残

32睡子氏鳶支物分文聞平、
33｝兵革正編車返陪、。、戸｝・死糸

・・隔枚使始鮨思紙資字保
・・｝母法放方錐華北僕本毎
36i、，，諮自事治持目時式失到
37陣実写万満瀬野務無劉
38i命明爾木1襲、。、、車考若手余i

39塵取株種受収秋門繊細
4Gl当役約舞舞有優予隆，。、、集
41　住　　重　　出　　立　　術　　春　　初　　処　　所　　書

42　女　　用　　洋　　要　　容　　葉　　様　　来　　落　　利

43 w裏臨、、小蜂無畜話～肖笑
・・陣勝」・馬車流両良料刺

表4漢寧コード基準表

i鰭グループ

（先頭字）

一
回
ノ
乙

匿蓼㌫劉鍵総噸髪綱
1計　　1
2形　　67
3型　　91
4経i　106
・劇・6・

　＋vi一

leo

loe

三計L
67声

91説
06頸

61横．



　
　
　
1
2
3
　
　
　
　
　
　
　1
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
2
3
4
　
1
2

　
　
　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
二
晶
人
締
儂
几
下
入
口
θ
｝
几
U
刀
舗
力
価
ヒ
に
じ
十
卜
鐸
r
ム
又
目
鰯
縣
騰
［
］
野
荒
士
欠

（中

芋

頭
決
結
月
建
見
件
県
伝
電
都
田
度
当
投
棄
党
島
外
愛
悪
安
案
終
世
位
意
違
育
引
員
右
軸
信
新
親

6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1

　
　
　
　
1
1
1
1
1
1
1
1
1
ま
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
4
4

4
7
6
4
1
1
6
5
0
6
5
7
7
0
5
1
8
3
0
5
2
5
4
6
0
7
5
7
1
1
1
5
7
三
8
1

2
4
8
4
5
0
3
1
5
0
6
0
3
G
4
5
8
9
7
9
7
9
7
3
9
5
1
2
5
0
5
7
6
5
3
9

2
2
2
3
7
2
3
4
4
5
5
6
7
8
8
2
2
4
5
5
6
6
7
8
8
0
1
2
6
1
5
6
8
2
6
6

　
　
　
　
　
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
3
3
3
3
農
4
4
農
5
5
5

賂）

…釧 48882

一88一

0
0
∩
V
O
O
O
O
A
）
A
）
（
U
O
O
（
V
G
O
O
∩
V
O
O
（
U
O
A
U
O
O
O
へ
）
0
（
》
（
U
ハ
リ
ハ
U
O
O
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　漫テレ仕様付説

　昭和42年度に，国立国語研究所で新しく発注した漢テレは，その仕様に

，おいて従罰のものと相違している点がある。その主な点について付記してお

く。

　1・印宇ずみ用紙まきとり部の付加。

　2．り一ド・アフタ。パンチによる管ん孔チェヅク機構の付加

　上記のうち・2は重要な変更である。すなわち＝40年度に設置した漢テレ

においてはせん孔の誤り（機械自体の）が多く出たので・プnグラム胴発の上

でもこの点に関する特別なチ＝ック・プログラムを開発する必要があった。

（本報告書駈収　木村繁「漢テレ入力デーータのチ＝ック」参照）　このよ5なト

ラブルを減少せしめることを欝酌として・新しい漢テレについてevJ　，」一ド・

アフタ。パンチによるせん孔チmック機構を付加することにした。これは次

のような機能をもつ。すなわち，各6ビットパンチ終了後薩ちに機械自身が検

孔し機械自身による毒せん孔をチェックする。もし誤まりがなければ次に移

る。誤りがあれば漢字1字分せん孔後下キーがロックしアラーム表示ランプ

がつく。このばあいせん孔者はアラームを解除し，後退キー，抹消キ・一を押

すことによって織せん孔を紙テープの上から消すことができる。

　この機溝付加の結果処理濁度は次のように変わった。

　（1）けん盤部打けん　　せん孔　500列／分　（250字／分）±10％

　（3｝けん盤部機械読取りせん孔　5QO列／分　（25G字／分）　土目％

　他の（2×4×5＞は変わらない。（77頁4～2参照）
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